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第７号

医
療
法
人
愛
全
会

介
護
老
人
保
健
施
設

リ
ラ
コ
ー
ト
愛
全
で

吹
奏
楽
部
老
人
施
設
で
演
奏
会

喜
ん
で
く
れ
、
や
り
が
い
感
じ
た

４
月
12
日
、
吹
奏
楽
部
は
介
護
老
人
保
健
施
設

リ
ラ
コ
ー
ト
愛
全
（
札
幌
市

南
区
川
沿
）
を
訪
問
し
、
年
配
の
方
々
が
楽
し
め
る
曲
を
10
曲
ほ
ど
披
露
し
た
。
司

会
を
し
た
土
谷
心
絆
さ
ん
は
「
お
年
寄
り
が
手
拍
子
し
た
り
、
一
緒
に
歌
っ
て
く
れ
、

と
て
も
喜
ん
で
く
だ
さ
り
、
演
奏
の
し
が
い
が
あ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

連
休
中
、
科
学
同
好
会
は
松
田
義
章
先
生
、
馬
渕
先
生
は

札
幌
軟
石
の
調
査
に
出
か
け
た
。
ま
ず
、
札
幌
軟
石
が
使
用

さ
れ
て
い
る
札
幌
資
料
館
（
大
通
13
丁
目
）
を
訪
れ
、
次
に

採
掘
場
所
で
あ
る
石
山
緑
地
（
札
幌
市
南
区
石
山
）
で
地
質

を
調
べ
、
松
田
先
生
か
ら
の
講
義
を
受
け
た
。

札
幌
軟
石
は
約
４
万
年
前
、
支
笏
火
山
の
大
規
模
な
噴
火

に
よ
る
火
砕
流
が
冷
え
て
固
ま
っ
た
岩
石
で
あ
る
。
札
幌
の

石
山
地
区
ま
で
火
砕
流
が
流
れ
着
い
た
と
言
わ
れ
、
明
治
初

期
に
は
盛
ん
に
採
掘
が
行
わ
れ
て
い
た
。
採
掘
場
跡
地
は
藻

南
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
。

札
幌
軟
石
を
使
用
し
た
歴
史
的
建
造
物

で
あ
る
札
幌
資
料
館
を
背
景
に
。
大
正

15
年
に
札
幌
控
訴
院
と
し
て
建
て
ら
れ
、

令
和
２
年
に
国
の
重
要
文
化
財
と
な
る
。

南
区
石
山
は
建
材
に
最
適
と
さ
れ
た
札
幌
軟
石
の
産
出
地
。
巨

大
な
石
切
場
跡
を
公
園
へ
と
再
生
さ
せ
た
の
が
「
石
山
緑
地
」

で
あ
る
。
北
ブ
ロ
ッ
ク
は
展
望
テ
ラ
ス
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど

市
民
の
憩
い
の
場
に
な
り
、
南
ブ
ロ
ッ
ク
は
切
り
立
っ
た
岩
肌

の
造
形
美
が
印
象
的
で
、
石
の
み
で
造
ら
れ
た
ス
ポ
ッ
ト
や
ユ

ニ
ー
ク
な
ア
ー
ト
を
楽
し
め
る
。
（
写
真
は
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

藻
南
橋
は
札
幌
軟
石
の
地
質
を
一
望
で

き
る
絶
好
の
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
花
魁
渕
と

呼
ば
れ
る
崖
の
名
所
も
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

支笏から噴火して運ばれた

火山灰の堆積物が削られて

現状の姿になっている。

札幌軟石がこのように残っ

ている。

白
い
ブ
ツ
ブ
ツ
は
地
衣
類
（
コ
ケ
）
の

細
菌
が
死
ん
だ
後
、
白
化
し
た
も
の
だ
。

松
田
先
生
の
手
書
き
紙
芝
居
で
噴
火
物

が
ど
の
よ
う
に
札
幌
軟
石
に
な
っ
て
い
っ

た
か
を
教
わ
っ
た
。

軟石の魅力再発見「異空間」




